大腸がん検診キット販売委託事業実施要領

１　目的

　　公益財団法人岩手県対がん協会(以下｢協会｣という)が、『県民の健やかな生活のために「がん征圧」をめざして』を目的に、株式会社ジョイス(以下｢ジョイス｣という)の協力のもと、今年度受けたくても受けられなかった方への受診機会の提供と、国や県が目標としているがん検診受診率50%に寄与するため、大腸がん検診キット販売委託事業を実施するうえで必要なことを定める。

２　ジョイスと協会との協力体制

　　この事業は、次に掲げる事項についてジョイスの協力のもとに実施する。

ジョイスは、盛岡市内の本町店、盛岡東安庭店、盛岡月が丘店、盛岡西バイパス店で大腸がん検診用の採便容器(受検票・宅配伝票含む)を2,000円(税込)(検診料金・宅配料含む)で販売する。

３　対象者

　　原則として40歳以上の方(以下｢受診者｣という)

４　実施期間

　　平成2６年1２月13日(土)～2月28日(土)

５　実施方法

(1)　協会は、ジョイスに採便容器(受検票・宅配伝票含む)を送付する。

(2)　ジョイスは、採便容器(受検票・宅配伝票含む)を常時販売する。

(3)　受診者は、便の検体と受検票を宅配で協会に提出する。提出は、毎週日曜日から木曜日とする(金曜日・土曜日・12月22日・年末年始１２月２５日～１月３日・1月1１日・
２月10日は除く)。ただし、提出までの日数が採便から4日を越えないものとする。

(4)　検診は、免疫便潜血検査２日法で行う。 

(5)　ジョイスは、事業終了後、未使用の採便容器を協会に返却する。　

６　検診結果

　　協会は、検診結果を検診終了後、努めて速やかに受診者に通知する。

７　事後指導・事後管理

(1)　協会は、検診の結果、要精密検査者に対して速やかに大腸がん検診精密検査医療機関で受診するよう指導する。

(2)  協会は、医療機関の協力を得て、要精密検査者に関する情報の収集に努める。

(3)  協会は、精密検査未受診者の把握に努め、受診勧奨を行う。

(4)  協会は、発見大腸がん患者については、医療機関に手術調査票を送付し、詳しい状況を把握する。また、その大腸がん台帳を作成する。

（全国並びに岩手県における大腸がん対策構築のため各関係団体に報告：日本対がん協会・岩手県地域がん登録事業・日本消化器がん検診学会全国集計）

 (5)  協会は、ジョイスに本事業の実施結果(9月末日締め)について報告する。  

８　守秘義務

　　ジョイスと協会の検診に携わる職員は、検診上知り得たこと、関係書類等すべて秘密扱いとするなど守秘義務を負う。

9　その他

　  この要領によることが難しい場合は、ジョイスと協会が協議して決定し、また処理を行うものとする。

